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慶應義塾福沢研究センターシンポジウム

東アジアの近代とアメリカ留学

東アジアにおける 19世紀後半からの歴史を考えるとき、近代化を西洋
化としてのみ捉えることは適切ではない。しかし、西洋文明との接触およ
びその受容が、東アジア各国の国家体制を変化させる大きな契機となり、
多様な局面での文化的変化を生んだことは事実である。福沢諭吉の場合は
留学ではないが、アメリカやヨーロッパを訪問し、西洋の文明を直接見聞
したことが、その後の彼の思想や行動に大きな影響を与えた。
本シンポジウムでは、19世紀後半に日本、韓国、中国からアメリカに
留学した人物を取り上げ、具体的事例から、留学を通じての西洋文明の受
容について考察した。彼らの動機や身分、何を学び、帰国後本国において
いかなる役割を果したのか。日中韓の類似や相違だけでなく、留学先によ
る差異や受け入れたアメリカ側の意図への検討も通じて、アメリカ留学が
東アジアの近代史に果たした役割について考えた。
シンポジウムは、2017年 10月 20日および 21日の 2日間にわたり、慶
應義塾大学三田キャンパス内の東館ホールで開催された。
20日は 15時より、ファーナンダ・ペローン（Fernanda Helen Perrone）
ラトガース大学図書館准教授が Invisible Network : Japanese Students at
Rutgers during the Early Meiji Period「目に見えないネットワーク：明治初
年ラトガースにおける日本人留学生」と題した基調講演を行い、阿部珠理
立教大学名誉教授がコメントを述べた。翌 21日は 14時より、高木不二大
妻女子大学名誉教授、容應萸亜細亜大学経営学部教授、崔徳寿高麗大学校
名誉教授による、日本、中国、韓国の事例報告を行った後、福沢研究セン
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ター西沢によるコメント、さらに全体討論を行った。
このうち基調報告および日中韓の事例報告について、講演者・報告者
に、当日配布した資料に加筆しまとめていただいたものを掲載する。また
ペローン氏の原稿は英文であるため、当日配布した要約（高木不二氏翻
訳）を参考に添える。 （西沢直子）
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